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第 1章 SPACEシステムとモデラー 
 1.1 はじめに 

 1.2 この本の目的と概要 

 1.3 SPACE におけるモデラーの役割 

 1.4 モデラーとファイル 

 

 

第２章 簡単な平面フレームを作成しよう 

2.1 はじめに 

2.2 新規作成 

2.2.1 コントロールファイルを作成する 

2.2.2 モデル格納用ファイルを設定する 

2.2.3 解析制御用データを設定する 

 2.3 モデラーの起動と初期設定 

2.3.1 モデラーの起動とタイトル設定 

2.3.2 構造形式の選択と構造物の規模設定 

2.3.3 通り芯間隔、階高の設定 

2.3.4 使用部材の設定（要素データとファイバー断面の設定） 

2.4 構造物の解析モデル 

2.4.1 画面名称と基本的な画面操作法（通り芯、階などの図面移動） 

2.4.2 CAD によるデータ設定演習 

2.4.3 ダイアログバーとツールバーなどの役割と機能 

2.4.4 ツールバーA 

2.4.5 ツールバーB 

2.4.6 ダイアログバー 

2.4.7 通り芯節点と実節点 

2.4.8 はりを設定する 

2.4.9 柱を設定する 

2.4.10 境界を設定する 

2.5 荷重の設定 

2.5.1 荷重の大きさを設定する 

2.5.2 節点荷重を実節点に割り付ける 

2.6 モデル設定後の処理 
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2.6.1 ファイルへのデータ出力 

2.6.2 解析モデルの設定が途中の場合のモデラー再起動 

2.6.3 部材要素の設定 

2.6.4 鉄筋コンクリート断面の設定 

2.6.5 部材要素の再割り付け 

2.7 要素データの変更 

2.7.1 要素データの削除 

2.7.2 要素データの復帰 

2.7.3 要素データの変更 

2.7.4 要素データの出力 

2.8 静的解析の実行と分析 

2.8.1 静的解析の実行 

2.8.2 静的解析結果をプレゼンターで分析する 

 

 

第３章 簡単な立体フレームを作成しよう 

3.1 はじめに 

 3.2 SPACE 使用のための初期設定 

 3.3 モデラーの起動 

3.4 システムパラメータの設定 

3.4.1 構造ファイルのタイトル 

3.4.2 通り芯の設定 

3.5 要素データとファイバーデータ 

3.5.1 構造材料と部材モデルの設定 

3.5.2 要素データの変更 

 3.6 構造物の解析モデル 

3.6.1 はり、柱の設定 

3.6.2 境界の設定 

3.6.3 荷重の設定 

3.7 データのチェック 

3.7.1 部材情報リストパネル 

3.7.2 節点情報リストパネル 

3.8 各種部材、節点、剛床、質量の設定 

3.8.1 ブレースの設定 

3.8.2 せん断部材と免震部材の設定 

3.8.3 節点の追加 
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3.8.4 剛床の設定 

3.8.5 節点質量の設定 

3.9 部材・節点の消去と復帰 

3.9.1 部材の消去と復帰 

3.9.2 部材の集団消去と復帰 

3.9.3 節点の消去と復帰 

3.10 解析モデルをチェックする 

3.10.1 部材･節点の 2重登録チェックの設定 

3.10.2 節点における荷重、質量、境界、剛床の有無チェック 

3.10.3 図面間の連動処理 

3.10.4 リンクデータのチェック 

3.10.5 グループ・要素の詳細表示 

3.11 通り芯のずれ設定 

3.12 特殊断面データの変更 

3.13 節点番号の並び替え 

3.14 通り芯の再設定 

3.15 グループ別 部材削除 

3.16 ソリッドモデル 

  3.16.1 ソリッドモデルとワイヤフレームモデル 

 3.16.2 ソリッドモデルの表示 

  3.16.3 ソリッドモデルと拡大・縮小、回転 

  3.16.4 部材のグループ表示 

  3.16.5 ソリッドモデル用ダイアログと描画用データ初期値 

  3.16.6 部材描画タイプ 

  3.16.7 部材材質の設定 

  3.16.8 光源の設定 

  3.16.9 光源位置の設定 

  3.16.10 設定時の直接描画法 

  3.16.11 描画環境の保存と読み込み 

  3.16.12 描画断面の選択ルール 

3.16.13 描画断面が見つからない場合 

 

 

第４章 スペースフレームモデルの設定 

4.1 はじめに 

4.2 ウイザードによる初期設定 
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4.3 ドーム状構造物と設定パラメータ 

4.3.1 単層ラチスドーム 

4.3.2 単層ラチスドーム構造(ラメラ） 

4.3.3 単層ラチスドーム(ネットワーク) 

4.3.4 複層ラチスドーム 

4.3.5 複層ラチス平板構造 

4.3.6 単層平行円筒屋根構造 

4.3.7 単層トラス円筒屋根構造 

4.3.8 複層円筒屋根型構造 

4.4 要素とファイバーデータの作成 

4.5 CAD による各種設定 

4.5.1 円筒座標系におけるはり・柱の設定 

4.5.2 図面のアイソメ表示とその大きさの変更 

4.5.3 アイソメ表示の 90 度回転 

4.5.4 他節点との変位同一視設定法 

 

 

第５章 モデラーにおける設定 

5.1 はじめに 

 5.2 ウイザードによる初期設定 

5.3 表示画面 

5.4 メニューとツールチップ 

5.4.1 ツールバーＡ 

5.4.2 ツールバーＢ 

5.4.3 システムメニュー 

5.4.4 プルダウンメニュー 

5.5 座標系（通り芯と実節点） 

5.6 要素と特殊断面の設定 

5.6.1 要素作成システムの起動 

5.6.2 鉄骨断面 

5.6.3 鉄筋コンクリート断面 

5.6.4 鉄骨鉄筋コンクリート断面 

5.6.5 木造集成材断面 

5.6.6 せん断部材 

5.6.7 座屈を考慮したトラス部材 

5.6.8 MSS モデル 

4-2 
4-2 
4-7 
4-8 
4-9 
4-11 
4-15 
4-16 
4-18 
4-20 
4-20 
4-20 
4-22 
4-24 
4-24 
 
 
 
5-1 
5-1 
5-6 
5-8 
5-8 
5-11 
5-13 
5-16 
5-18 
5-18 
5-18 
5-21 
5-22 
5-22 
5-23 
5-23 
5-25 
5-25 



 

 

5目次 

User’s Manual for modeler SPACE 

5.6.9 3 次元ケーブルモデル 

5.6.10 アナロジーモデル 

 5.6.11 任意断面型部材 

5.7 パラメータの設定 

5.7.1 構造ファイルのタイトル 

5.7.2 通り芯の設定 

5.7.3 ダイアログバーの設定 

5.7.4 部材設定用パネル 

5.7.5 ブレース設定用パネル 

5.7.6 境界設定用パネル 

5.7.7 質量設定用パネル 

5.7.8 荷重設定用パネル 

5.7.9 剛床設定用パネル 

5.7.10 節点変位同一視設定用パネル 

5.7.11 通り芯のずれ設定 

5.8 システム設定 

5.8.1 ウインドウ背景色と線分の太さ設定パネル 

5.8.2 節点番号フォントの大きさを変更 

5.8.3 部材作成設定項目の変更 

5.8.4 追加用動的領域の値を変更 

5.8.5 登録メッセージの有無制御 

5.9 解析モデルのチェックシステム 

5.9.1 構造データのリンクチェック 

5.9.2 節点の並び替え 

5.9.3 表示によるチェック 

 

 

第６章 ファイルの出力処理 

6.1 はじめに 

6.2 ファイル出力処理 

6.3 出力ファイル一覧 

6.4 ファイル出力時の処理 

6.5 インフォメーション用データファイル 

 

 

第７章 データベース 
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7.1 はじめに 

7.2 データベースのインストールと管理 

7.3 ACCESS を使用したデータベース 

7.4 SPACE_DB データベース 

7.4.1 項目一覧 

7.4.2 バネの向き（テーブル） 

7.4.3 バネ履歴名（テーブル） 

7.4.4 モデル（テーブル） 

7.4.5 形状（テーブル） 

7.4.6 材料（テーブル） 

7.4.7 材料（データ） 

7.4.7.1 コンクリート 

7.4.7.2 材料 鋼 

7.4.7.3 材料 鉄筋 

7.4.7.4 材料 鉄区分 

7.4.8 断面 

7.4.8.1 H 型鋼 

7.4.8.2 角型鋼管 

7.4.8.3 鋼管 

7.4.9 異型鉄筋と丸鋼 

7.4.10 鉄筋種別 

7.4.11 任意モデル内要素モデル 

7.4.12 履歴モデルタイプ 

7.5 データベース内容の変更 

 

 
あとがき 

 

7-1 
7-1 
7-1 
7-2 
7-2 
7-2 
7-2 
7-3 
7-3 
7-3 
7-4 
7-4 
7-4 
7-5 
7-5 
7-6 
7-6 
7-6 
7-7 
7-8 
7-8 
7-8 
7-9 
7-9 
 


	表紙
	目次
	第1章　SPACEシステムとモデラー
	第２章	簡単な平面フレームを作成しよう
	第３章　簡単な立体フレームを作成しよう
	第４章　スペースフレームモデルの設定
	第５章　モデラーにおける設定
	第６章　ファイルの出力処理
	第７章　データベース
	第８章　構造物のソリッド表示とファイバー応力の表示
	第９章　ユーザーが作成する特殊部材モデル
	第10章　ユーザーが作成するプレートで構成された特殊断面
	あとがき



